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松
風
会
の
皆
様
に
は
平
素
よ
り
母
校

発
展
の
た
め
物
心
両
面
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
も
昨
年
同
様
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

昨
年
は
西
日
本
豪
雨
や
大
田
地
域
を

揺
ら
し
た
早
朝
の
大
地
震
で
、
か
な
り

の
被
害
が
で
ま
し
た
。
改
め
て
被
災
さ

れ
た
方
々
に
対
し
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
も
う
す
ぐ
平
成
も
終
わ
り
、

四
月
一
日
に
は
新
元
号
が
事
前
公
表
さ

れ
ま
す
。
ど
ん
な
新
し
い
時
代
が
や
っ

て
来
る
の
か
、
期
待
と
不
安
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
二
〇
一
八
年
の
日
本
ス

ポ
ー
ツ
界
は
波
乱
の
年
で
し
た
。
パ
ワ

ハ
ラ
や
暴
力
と
い
っ
た
事
件
が
数
多
く

起
こ
り
ま
し
た
。
未
だ
解
決
に
至
っ
て

い
な
い
種
目
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
大

半
が
指
導
者
〈
協
会
〉
と
選
手
間
の
問

題
で
し
た
。

　

人
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
口
で

言
う
ほ
ど
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
正

直
、
我
が
子
で
も
思
う
よ
う
に
な
り
ま

せ
ん
。
ま
し
て
、
人
様
の
子
を
指
導
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
一
筋
縄
で

は
い
か
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

私
も
体
育
会
系
の
人
間
で
、
長
い
間

高
校
野
球
の
現
場
や
連
盟
に
係
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
選
手
や
保
護
者
、

時
に
は
高
校
野
球
フ
ァ
ン
の
方
か
ら
も

多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

思
い
込
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
若

い
人
を
育
て
る
上
で
重
要
な
点
は
、
次

の
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

一
点
目
は
、
し
っ
か
り
褒
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
二
点
目
は
き
ち
ん
と
叱
っ
て

や
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ふ
た
つ
の

バ
ラ
ン
ス
を
、
欠
く
こ
と
な
く
接
す
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
褒
め
る
時
も
叱
る

時
も
愛
情
と
信
頼
の
気
持
ち
は
忘
れ
な

い
こ
と
で
す
。

　

卒
業
を
控
え
た
三
年
生
の
皆
さ
ん
、

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
今
ま
で
よ
り
少
し
厳
し
い

時
間
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
進
む
道
は
分
か
れ
て
も
、
会
社
や

進
学
先
に
お
い
て
、
人
と
の
繋
が
り
を

大
切
に
で
き
る
、
強
く
優
し
い
人
間
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
引

き
続
き
松
風
会
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
を
お
願
い
し
て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

松
風
会
の
皆
様
方
に
は
、
本
校
発
展

の
た
め
、
物
心
両
面
に
わ
た
る
ご
支
援

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
は
、
明
治
三
十
六
年
の
創
立
以

来
、
百
十
五
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
参
り

ま
し
た
。
現
在
は
、
県
内
唯
一
の
専
門

学
科
を
土
台
と
し
た
単
独
総
合
学
科
高

校
と
し
て
、一
学
年
三
ク
ラ
ス
で
、農
業
・

ビ
ジ
ネ
ス
・
生
活
・
福
祉
・
文
化
の
五

つ
の
系
列
を
有
し
、
多
様
な
教
育
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
報
は
、
今
号
で
「
五
十
号
」
を

迎
え
ま
す
。
記
念
す
べ
き
会
報
と
し
て
、

改
め
て
「
総
合
学
科
」
に
つ
い
て
記
し

ま
す
。

　

総
合
学
科
は
、
高
等
学
校
教
育
の
一

層
の
個
性
化
・
多
様
化
を
推
進
す
る
た

め
、
普
通
科
と
専
門
学
科
に
並
ぶ
第
三

の
学
科
と
し
て
平
成
六
年
度
に
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
当
初
は
全
国
七
校
で
ス

タ
ー
ト
し
、
現
在
は
約
三
百
六
十
校
の

設
置
校
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
校
は
、

平
成
七
年
度
に
総
合
学
科
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

総
合
学
科
の
最
大
の
魅
力
は
、
一
年

次
の
「
産
業
社
会
と
人
間
」、
二
年
次

か
ら
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」、

三
年
次
の
「
課
題
研
究
」
に
よ
る
、
三

年
間
を
つ
な
ぐ
充
実
し
た
キ
ャ
リ
ア
教

育
で
す
。
ま
た
、
少
人
数
指
導
、
体
験

的
学
習
、
地
域
連
携
の
点
で
は
、
学

ぶ
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
明
ら
か
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
個
々
の
、

そ
し
て
学
校
独
自
の
魅
力
化
を
最
も
推

進
し
や
す
い
環
境
に
あ
る
の
も
、
総
合

学
科
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
総
合
学
科
に
お
け
る
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
目
的
は
、
特
定
の
職
業
に
つ

い
て
の
専
門
的
知
識
・
技
能
を
習
得
さ

せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
を
自
分
ら
し
く
生
き
抜
く
た
め
の
力

を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
総
合
学
科
は
、
企
業

が
求
め
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
共
生
・
協
働

に
よ
る
社
会
を
自
ら
創
造
し
よ
う
と
す

る
人
材
を
育
成
す
る
学
科
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
考
え
に
至
っ
た
と

き
、
改
め
て
「
教
育
は
人
な
り
」
と
い

う
言
葉
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。
教
職

員
が
総
合
学
科
に
勤
務
し
て
い
る
と
い

う
自
覚
と
プ
ラ
イ
ド
を
持
ち
、
様
々
な

場
面
で
人
生
や
生
き
方
を
生
徒
に
語
る

こ
と
。
そ
し
て
生
徒
と
共
に
学
び
続
け

る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
。
こ
の
こ

と
が
、
総
合
学
科
と
し
て
の
教
育
、
そ

し
て
総
合
学
科
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の

成
長
の
鍵
に
な
る
と
、
改
め
て
感
じ
て

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
総
合
学
科
で
あ
る
本
校

独
自
の
魅
力
あ
る
教
育
活
動
に
邁
進
す

る
所
存
で
す
。
予
測
不
能
な
社
会
を
生

き
抜
き
、
自
分
を
生
か
す
人
生
を
歩
ん

で
い
く
若
者
た
ち
の
た
め
、
皆
様
方
の

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
夏
、
三
代
校

長
青
滝
普
善
が
郡
立
農
学
校
の
同
窓
会
設

立
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
が
今
日
の
「
松
風

会
」
の
第
一
歩
で
あ
る
。
設
立
総
会
に
は

二
十
余
名
（
長
見
正
真
、
松
原
源
二
郎
、

坂
根
教
二
郎
、勝
部
信
義
他
）
が
集
ま
り
、

名
称
を
「
島
根
県
邇
摩
郡
立
農
学
校
卒
業

生
会
」
と
し
て
発
足
し
た
。
初
代
会
長
は

青
滝
校
長
が
務
め
、
松
原
が
副
会
長
、
勝

部
が
幹
事
に
就
任
。
年
一
回
の
総
会
を
継

続
的
に
開
催
し
た
。
そ
の
後
、校
地
移
転
、

学
制
変
更
、
郡
制
廃
止
か
ら
県
立
移
管
に

至
る
ま
で
奔
走
を
続
け
、
島
根
県
立
仁
万

農
学
校
改
称
ま
で
の
道
筋
を
作
っ
た
と
記

録
さ
れ
て
い
る
。

　

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
新
谷
徳

鳳
、
十
二
年
に
坂
根
教
二
郎
、
十
三
年
に

は
福
間
為
義
ら
卒
業
生
が
職
員
と
し
て
赴

任
し
、
同
窓
会
事
務
局
を
担
当
す
る
と
、

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
は
「
卒
業

生
名
簿
」
が
創
刊
さ
れ
た
。
名
簿
に
は
名

誉
会
員
（
旧
職
員
）
五
四
名
、
会
員
四
○

五
名
・
在
校
生
八
六
名
（
邇
摩
郡
立
農
学

校
と
島
根
県
立
仁
万
農
学
校
卒
業
生
）
が

掲
載
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
戦
後
ま
で
の
卒
業
生
会
関
係

の
記
録
と
資
料
が
途
絶
え
て
い
る
が
、
学

校
史
か
ら
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
部

分
を
掲
載
し
て
み
る
。

　

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
四
月
、「
松

風
」
第
三
号
が
発
刊
さ
れ
た
。
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
は
奉
祝
紀
元
二
千
六
百
年
で
あ
り
、

躍
進
を
め
ざ
す
島
根
県
立
石
東
農
学
校
の

実
践
記
録
集
で
あ
っ
た
。
百
七
十
八
ペ
ー

ジ
の
雑
誌
で
、
農
業
の
研
究
紹
介
に
と
ど

ま
ら
ず
、
全
校
三
百
余
名
の
生
徒
の
ひ
と

り
ひ
と
り
の
短
歌
や
、
抱
負
、
小
作
品
や

行
事
の
記
録
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
編
集

水
準
も
高
い
。
当
時
の
根
建
森
煕
校
長（
兼

卒
業
生
会
長
）
の
特
別
な
は
か
ら
い
に
よ

り
、
時
間
、
労
力
、
費
用
の
心
配
を
す
る

こ
と
な
く
専
念
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。
具

体
的
な
内
容
は
、
学
校
史
（
七
十
周
年
記

念
時
編
纂　

邇
摩
高
等
学
校
史
Ⅰ
）
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
坂
本
實
（
昭
和

十
八
卒
、農
林
甲
二
期
）
の
日
記
に
は
「
昭

和
十
五
年
十
月
二
四
日　

松
風
会
解
散
式
、

新
し
い
松
風
報
国
団
結
成
」
と
記
録
さ
れ

て
い
る
。
興
味
深
い
記
録
で
あ
る
。

　

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
七
月
、

石
田
耕
校
長
（
兼
卒
業
生
会
長
）
の
手
に

よ
り
五
年
ぶ
り
に「
松
風
」が
復
刊
さ
れ
た
。

戦
後
最
悪
の
食
糧
事
情
、
イ
ン
フ
レ
下
の

労
働
争
議
、
農
地
解
放
を
め
ぐ
る
利
害
争

い
、
学
園
紛
争
（
ス
ト
ラ
イ
キ
）
な
ど
に

よ
り
、
教
育
理
念
・
価
値
観
・
秩
序
が
崩

れ
さ
っ
て
い
た
時
代
か
ら
の
再
建
の
具
体

化
と
し
て
復
刊
さ
れ
た
。
同
年
十
一
月
の

創
立
四
十
五
周
年
記
念
行
事
計
画
を
中
心

に
、
新
制
高
校
昇
格
へ
の
設
備
充
実
、
紛

争
解
決
後
の
校
友
会
活
動
（
現
在
の
部
活

動
）の
活
発
な
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
の
学
制
改
革
に
よ
り
昭
和

二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
島
根
県
立
邇

摩
高
等
学
校
松
風
会
と
改
称
さ
れ
た
。
こ

れ
ま
で
の
会
長
は
校
長
が
務
め
て
い
た
が
、

こ
の
年
か
ら
卒
業
生
が
会
長
を
務
め
る
こ

と
と
な
る
。
初
代
会
長
（
昭
和
二
十
四
年

～
昭
和
四
十
五
年
）
は
、
松
原
源
二
郎
＝

物
故
（
久
利
町
）。
次
に
二
代
会
長
（
昭
和

四
十
六
年
～
昭
和
五
十
八
年
）、
和
田
徹
夫

＝
物
故
（
宅
野
町
）。
更
に
三
代
会
長
（
昭

和
五
十
九
年
～
平
成
九
年
）
林
年
之
＝
物

故
（
大
国
町
）、
四
代
会
長
（
平
成
十
年

～
平
成
十
九
年
）
原
勝
正
（
仁
万
町
）
と

引
き
継
が
れ
、
現
在
の
五
代
会
長
（
平
成

二
十
年
～
）
大
島
淳
に
至
っ
て
い
る
。

　

学
校
史
に
よ
る
と
、
松
風
会
の
活
動
は

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
春
の
第

三
十
八
回
選
抜
高
校
野
球
の
頃
が
頂
点
と

記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
難
波
利

三
氏
に
よ
る
三
回
の
記
念
講
演
、
田
中
公

道
氏
に
よ
る
三
回
の
テ
ノ
ー
ル
独
奏
（
創

立
百
周
年
を
含
む
）、
佐
藤
明
義
氏
に
よ
る

講
演
、田
中
一
昭
氏
に
よ
る
講
演
な
ど
が
、

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
以
降
の
学

校
行
事
や
記
念
行
事
の
中
で
企
画
さ
れ
る

よ
う
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。
新
築

さ
れ
た
校
舎
（
昭
和
五
十
六
年
）
の
中
央

に
あ
る
「
仁
心
の
庭
」
は
、
こ
れ
ら
の
歴

史
を
し
っ
か
り
と
刻
み
込
む
か
の
よ
う
に
、

今
日
も
穏
や
か
な
景
色
を
見
せ
て
く
れ
て

い
る
。
松
風
会
と
と
も
に
歩
み
続
け
て
き

た
「
仁
心
の
庭
」
は
、
仁
万
の
海
に
連
な

る
日
本
海
の
荒
磯
と
、
古
代
か
ら
数
々
の

伝
説
を
も
つ
宅
野
の
韓
島
、
麦
島
を
主
景

に
「
仁
」
の
文
字
を
表
徴
し
、
園
路
は
タ

イ
ル
と
芝
生
を
敷
い
て
「
心
」
の
文
字
と

し
て
い
る
。
タ
イ
ル
に
は
日
本
海
の
波
を

想
像
さ
せ
る
図
模
様
が
刻
み
込
ま
れ
、
今

後
益
々
荒
波
に
も
ま
れ
な
が
ら
新
し
い
伝

統
を
作
り
だ
し
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

松
風
会
は
関
東
支
部
・
関
西
支
部
・
県

内
に
支
部
を
持
ち
、
卒
業
生
と
母
校
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
同
窓
会
員
名
簿
の

定
期
発
行
に

よ
り
図
っ
て

い
る
が
、
県

外
支
部
の
運

営
に
つ
い
て

は
卒
業
生
自

体
の
都
会
地

へ
の
就
職
数

減
少
に
よ
り

代
替
わ
り
と

い
う
点
で
は

難
し
い
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
平
成
十
五
年
の
創
立
百

周
年
を
契
機
に
、
会
員
の
皆
様
か
ら
年
会

費
と
い
う
形
で

資
金
応
援
を
募

り
、
会
報
「
松

風
」
の
発
行
費

に
充
て
る
と
と

も
に
、
県
外
支

部
育
成
費
と
い

う
項
目
で
支
出

し
て
い
る
。

松
風
会
50
年
の
歩
み

　

会
報
「
松
風
」
の
発
刊
が
記
念
す
べ
き
第
50
号
を
迎
ま
し
た
。
半
世
紀
に
わ
た
る

「
松
風
会
」
の
歴
史
を
邇
摩
高
等
学
校
史
か
ら
抜
粋
し
会
員
の
皆
様
に
紹
介
し
ま
す
。
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平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
邇
摩
高
フ
ェ
ア
。

年
３
回
（
春
・
夏
・
冬
）
実
施
し
て
き
た
が
、
５
つ
の

系
列
全
て
で
「
フ
ェ
ア
＝
販
売
」
と
い
う
色
が
強

く
な
り
、
系
列
の
学
び
の
集
大
成
と
し
て
は
正
し

い
の
か
？
と
い
っ
た
議
論
が
昨
年
度
か
ら
さ
れ

て
き
た
。
一
方
、
地
域
の
皆
様
の
憩
い
の
場
・
楽

し
み
の
場
と
し
て
の
確
立
さ
れ
た
側
面
も
あ
り
、

大
き
な
改
革
は
難
し
い
の
で
は
？
と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
。
ま
た
、模
擬
株
式
会
社
フ
ァ
イ
ブ
ス
タ
ー

カ
ン
パ
ニ
ー
の
組
織
的
な
問
題
点
も
浮
上
し
、
生

徒
主
体
の
邇
摩
高
フ
ェ
ア
と
は
な
っ
て
い
な
い
と

い
う
課
題
も
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
昨
年
度
は
夏
の
フ
ェ
ア
を
取
り
や
め

春
・
冬
の
２
回
実
施
と
し
、
生
徒
主
体
の
フ
ェ
ア

を
目
指
し
て
３
回
に
わ
た
る
フ
ァ
イ
ブ
ス
タ
ー
カ

ン
パ
ニ
ー
生
徒
企
画
会
議
で
内
容
を
審
議
し
な
が

ら
全
社
員
に
よ
る
決
起
集
会
を
導
入
し
た
。
５
つ

の
系
列
の
特
色
が
伝
わ
る
企
画
内
容
を
立
案
・
実
施
す

る
こ
と
で
、
今
ま
で
の
お
祭
り
的
な
要
素
が
少
し
排
除

さ
れ
、
本
来
目
指
し
て
い
た
学
習
成
果
の
発
表
の
場
へ

と
近
づ
い
た
感
じ
が
す
る
。

　

今
年
度
の
フ
ェ
ア
は
、
組
織
の
再
編
・
充
分
な
準
備

期
間
・
５
系
列
の
特
色
を
強
調
・
校
内
外
で
の
研
修
と
、

更
に
改
革
を
進
め
、「
12
月
に
邇
摩
高
フ
ェ
ア
」
と
し
て

年
１
回
の
み
開
催
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
３
回
が
２

回
、
２
回
が
１
回
と
年
ご
と
に
開
催
回
数
を
減
ら
す
こ

と
に
対
し
て
は
多
く
の
議
論
を
重
ね
て
き
た
が
今
年
度

は
真
価
が
問
わ
れ
る
勝
負
の
年
と
な
る
。

　

島
根
県
や
大
田
市
は
I
C
T
関
連
企
業
の
誘
致
を
積
極

的
に
推
し
進
め
て
い
ま
す
。
2
0
1
8
年
4
月
に
は
東
京

に
本
社
を
置
く
「
株
式
会
社　

ア
ズ
ム
」
が
大
田
市
へ
進

出
、
2
0
1
9
年
4
月
か
ら
は
「
株
式
会
社　

エ
イ
ム
・

ソ
フ
ト
」
が
事
業
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
ビ
ジ
ネ
ス
系
列
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
最
前
線
で
あ

る
企
業
を
講
師
役
と
し
て
前
期
に
「
I
T
関
連
企
業
の
現

状
」・「
こ
れ
か
ら
の
情
報
通
信
技
術
と
社
会
」
と
い
う
内

容
で
６
時
間
の
講
義
を
受
け
、
生
徒
と
と
も
に
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
後
期
は
、
2
0
1
4
年

度
か
ら
島
根
県
商
工
労
働
部
情
報
産
業
振
興
室
が
県
内
商

業
高
校
の
情
報
処
理
科
対
象
に
実
施
し
て
い
る
「
I
T
人

材
育
成
事
業
」
に
、「
ビ
ジ
ネ
ス
系
列
」
を
擁
す
る
邇
摩

高
校
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
言
語
や
利
活
用
技
術
に
関

す
る
学
び
で
は
な
く
、
仕
事
で
必
要
な
心
構
え
や
基
本
技

術
の
他
に
、

①�

地
域
や
身
の
回
り
の
課
題
を
見
つ
け
、
誰
の
課
題
で
あ

る
か
を
理
解
し
、
そ
の
課
題
が
発
生
す
る
本
質
的
な
原

因
を
特
定
す
る
課
題
発
見
力

②�

課
題
が
発
生
す
る
本
質
的
な
原
因
の
解
決
方
法
を
企

画
、
提
案
す
る
課
題
解
決
力

③�
課
題
と
解
決
方
法
の
説
明
を
通
じ
て
、
そ
の
価
値
を
相

手
に
伝
え
る
力
（
＝
言
語
化
す
る
力
）
説
明
力

を
身
に
つ
け
る
べ
く
、
浜
田
市
の
I
C
T
企
業
「
株
式
会

社　e-Front　
島
根
支
社
」
な
ら
び
に
東
京
の
「Lean　

Startup　

Japan
」
和
波
俊
久
先
生
を
講
師
と
し
て
お
招

き
し
、
特
別
授
業
を
3
回
10
時
間
に
わ
た
り
展
開
し
ま
し

た
。

　

I
T
人
材
の
育
成
は
、
I
C
T
関
連
企
業
だ
け
で
は
な

く
島
根
県
内
全
て
の
企
業
で
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
校
ビ
ジ
ネ
ス
系
列
で
の
I
C
T
の
学
び
に
よ
っ
て
、

I
C
T
関
連
企
業
か
ら
本
校
へ
の
要
請
が
高
ま
り
、
地
域

連
携
・
地
域
課
題
解
決
の
一
助
と
な
る
こ
と
や
、
ひ
い
て

は
本
校
総
合
学
科
の
魅
力
Ｕ
Ｐ
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
な
が
ら
授
業
展
開
を
進
め
ま
す
。

「
I
C
T
技
術
を
利
活
用
し
た
新
し
い
学
び
」

ビ
ジ
ネ
ス
系
列
主
任　

高
　
下
　
克
　
己

ウィンターフェアのポスター

フェア会場内総合司会者心を込めた対面販売

地元企業のブース出店協力

賑わう農業系列ブース
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私
た
ち
石
見
神
楽
部
は
８
月
７
日
か
ら
５
日

間
、
長
野
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
・
郷
土
芸
能
部
門
に
出
場
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
石
見
神
楽
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
る
演
目
「
岩
戸
」
を
舞
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
石
見
神
楽
部
は
創
部
間
も
な
い
部
活
動
で
す
が
、

顧
問
の
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
部
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
岩
戸
を

練
習
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
島
根
県
の
代
表
と
し
て
、
ま
た
石
見
神
楽

の
魅
力
を
全
国
の
方
々
に
伝
え
る
と
い
っ
た
思
い
を
持
っ
て
参
加
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
出
場
す
る
に
は
１
月
に
開

催
さ
れ
る
郷
土
芸
能
の
集
い
で
優
秀
賞
を
獲
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

「
岩
戸
」
は
舞
や
囃
子
が
難
し
い
で
す
。
そ

の
た
め
冬
休
み
を
活
用
し
、「
岩
戸
」
を
猛

練
習
し
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
優
秀
賞

を
獲
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
努
力

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

次
に
私
た
ち
は
、
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
で
立
派
な
舞
が
で
き
る
よ
う
に
、
休
日

や
放
課
後
を
活
用
し
て
練
習
を
し
ま
し
た
。

暇
さ
え
あ
れ
ば
岩
戸
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
り
も

し
ま
し
た
。
夏
休
み
に
入
る
と
更
に
練
習
し
、

他
の
部
活
動
と
兼
部
し
て
い
る
生
徒
も
石
見

神
楽
を
優
先
し
て
く
れ
ま
し
た
。
本
番
が
近

づ
く
に
つ
れ
、
緊
張
感
が
ど
ん
ど
ん
高
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

本
番
で
は
と
て
も
大
き
な
ホ
ー
ル
に
た
く

さ
ん
の
方
々
が
お
ら
れ
て
か
な
り
緊
張
し
ま

し
た
。
し
か
し
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
だ
ん

だ
ん
と
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。
喜
び
の
舞

で
は
全
員
で
息
の
合
っ
た
歌
を
歌
い
な
が
ら

舞
い
、
と
て
も
楽
し
く
演
舞
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
ま
で
で
一
番
立
派
な
舞
が
出
来
ま

し
た
。
本
当
に
大
き
な
舞
台
に
立
て
た
こ
と

は
良
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
の
出
場

に
際
し
、
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
ご
支
援
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
方
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

松
風
会
の
み
な
さ
ま
、
三
重
県
津
市
の
サ
オ
リ
ー

ナ
で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
の
際
に
は
、

激
励
金
や
応
援
の
お
言
葉
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

私
は
５
歳
の
頃
か
ら
13
年
間
柔
道
を
し
て
き
ま
し
た
。

小
学
生
の
時
は
入
賞
で
き
る
ほ
ど
は
強
く
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
邇
摩
高
卒
の
鳥
羽
先
生
な
ど
少
年
教
室
の
先
生
方

に
は
、
私
が
楽
し
く
柔
道
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
下

さ
っ
た
り
、
た
く
さ
ん
技
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
し
ま

し
た
。
中
学
生
に
な
る
と
、
先
生
や
先
輩
方
、
仲
間
な
ど

い
ろ
ん
な
方
々
に
支
え
ら
れ
、
強
く
な
る
こ
と
が
で
き
、

少
し
ず
つ
結
果
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
は
柔
道
を
続
け
る
つ
も
り
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
顧
問
の
矢
冨
先
生
に
誘
っ
て
い
た
だ

き
、
続
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
と
は
言
え
、
も
と
も
と

続
け
る
気
が
な
か
っ
た
の
で
、
体
力
も
筋
力
も
感
覚
さ
え

も
失
い
か
け
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
を
一
か
ら
教
え
て

下
さ
り
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ま
で
連
れ
て
い
っ
て
下
さ
っ
た

先
生
や
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
き
た
仲
間
、
ず
っ
と
見
守
っ

て
き
て
く
れ
た
保
護
者
の
方
々
、
い
つ
も
応
援
し
て
く
れ

た
方
々
、
柔
道
を
通
し
て
関
わ
っ
て
き
た
多
く
の
方
々
に

支
え
ら
れ
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
、
初
戦
は
山

形
代
表
の
朽
木
選
手
と
戦
い
、
前
に

出
て
戦
う
こ
と
が
で
き
た
一
方
、
な

か
な
か
投
げ
き
る
こ
と
が
で
き
ず

に
い
ま
し
た
が
、
試
合
終
了
間
近
に

な
っ
て
、
技
の
ポ
イ
ン
ト
を
奪
う
こ

と
が
で
き
、
何
と
か
勝
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
二
回
戦
で
は
福
岡
代
表

で
昨
年
度
優
勝
者
と
の
試
合
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

あ
っ
け
な
く
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
終
わ
っ
た
と
き
に
、

私
は
こ
れ
ま
で
強
く
し
よ
う
と
色
々
な
と
こ
ろ
に
連
れ
て

行
っ
て
下
さ
っ
た
先
生
や
、
ず
っ
と
支
え
て
く
れ
た
パ
ー

ト
ナ
ー
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
き
た
仲
間
や
見
守
っ
て
下
さ
っ

て
い
た
保
護
者
の
方
々
に
ど
ん
な
顔
を
し
て
合
え
ば
良
い

の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
正
直
、
悔
し
さ
の
残
る
試

合
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
13
年
間
の
柔
道
人
生
の
中
で
、
た
く
さ
ん
の

仲
間
や
先
生
に
巡
り
会
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
み
ん
な
と

頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
思
い
出

は
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
島
根
県
警
察
官
と
し

て
働
き
ま
す
。
こ
の
13
年
間
柔
道
で

培
っ
て
き
た
こ
と
や
邇
摩
高
校
で
学

ん
だ
多
く
の
経
験
を
生
か
し
、
少
し

で
も
み
な
さ
ま
に
恩
返
し
で
き
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

応
援
し
て
下
さ
っ
た
み
な
さ
ま
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
農
業
鑑
定
競
技
会
参
加
★

３
年
２
組
　
田
　
中
　
り
ゅ
う

　

学
校
代
表
と
し
て
全
国
大
会
に
参
加
で
き
る
と
決

ま
っ
た
と
き
は
、
素
直
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
大
会
当

日
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
い
ま
ま
で
の
学
習
成

果
が
発
揮
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
後
輩

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
は
、
本
気
で
全
国
大
会
で
日

本
一
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
先
生
に
教
え
て
も
ら
う

だ
け
で
は
な
く
、
自
分
で
も
積
極
的
に
調
べ
て
ノ
ー
ト

に
記
入
す
る
な
ど
取
り
組
む
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

★
ク
ラ
ブ
員
代
表
者
会
議
★

３
年
２
組
　
坂
　
根
　
亜
　
美

　

今
回
の
討
議
テ
ー
マ
に
「
解
決
の
た
め
に
各
都
道
府

県
連
盟
や
ブ
ロ
ッ
ク
連
盟
が
協
力
し
て
で
き
る
こ
と
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
あ
り
ま
し

た
。
全
国
大
会
に
参
加
を
し
て
、

私
は
「
大
き
な
協
力
の
輪
」
が
必

要
で
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

単
位
ク
ラ
ブ
だ
け
で
頑
張
る
と
、

ど
う
し
て
も
限
界
が
出
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
県

内
の
農
業
高
校
同
士
の
協
力
の

輪
、
次
に
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
の

協
力
の
輪
、
そ
し
て
全
国
農
業
ク

ラ
ブ
員
の
協
力
の
輪
と
つ
な
げ
る

こ
と
で
農
業
課
題
の
解
決
へ
一
歩
で
も
近
づ
く
と
と
も

に
、
ク
ラ
ブ
員
同
士
の
絆
も
深
ま
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
多
く

の
課
題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
、
全
国
大
会
の
成

果
を
学
校
の
農
業
ク
ラ
ブ
員
に
し
っ
か
り
と
伝
え
・
引

き
継
ぎ
、「
協
力
の
輪
を
広
げ
る
活
動
」
を
今
後
積
極
的

に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全
国
高
校
総
体

「
13
年
間
の
集
大
成
」

松
　
原
　
淳
　
帆

農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
鹿
児
島
大
会
を
経
験
し
て

　　　　農業クラブ全国大会　　　　

「
私
達
の
軌
跡
」

石
見
神
楽
部
３
年

佐
々
木　

二　

葉

全
国
総
文
祭
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〒694－0064 大田市大田町大田イ164－4
TEL（0854）82－5850・FAX（0854）82－5851

E-mail：info@tabiraroumu.jp　http://www.tabiraroumu.jp/

TABIRA Personal Management Office
田平労務管理事務所
社会保険労務士法人

代表社員（所長）　田平　　篤（S58商業科卒）
社　　員（会長）　田平　律夫

美しいお肌のために充実のオールハンドエステ

『肌・こころ・からだ』トータルケアーのPOLA

大田市大田町イ660－13
ハタノビル205

TEL 0854（82）1106

エステ in リブ（おおだ店） 

ショップオーナー  市川  日登美
（昭和54年卒）

見
る

写
真

邇
摩
高
生

で

入学式

生徒総会

2年生遠足　安佐動物園

産業社会と人間

1年生遠足　アクアス

津波対応の避難訓練

花時計の植え替え

オープンスクールで系列説明

仁万保育園との交流

ファイブスターカンパニー役員 駐車場は第2グラウンド 文化祭ファッションショー 企業とのトークセッション

球技大会校内球技大会はクラスマッチの場

体育祭

紫軍 赤軍

本部役員の
アナウンス

青軍

猛暑を吹き飛ばす300人の若いパワー
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関東支部 総会

平成31年 ６月16日（日） 12時開会

霞が関ビル35階（東海大学校友会館）
東京都千代田区霞が関３-２-５

支部総会 ご案内

代表取締役　福 間 君 枝 （昭和54年卒）

〒694－0064  大田市大田町イ259（大田駅前）
Phone（0854）82－6613
F a x（0854）82－7184

〒693－0004  出雲市渡橋町334－１
Phone（0853）24－0087
F a x（0853）24－0089

FLOWER
SHOP

FLOWER
BOUTIQUE

　ビジネス系列の６名は「大田のことを広めたい・地元経済の活性化に貢献したい」とう思いから、
石見地方では認知度の高い「箱寿司」に着目。オリジナル箱寿司を考案したら起爆剤になるのでは？
という発想で１年間取り組んできました。チームの取組を31枚のスライドにまとめ、10分間の持ち
時間を効果的に使いながら聴衆にプレゼンしました。堂々とした発表でした。全ては記載できませ
んが、ポイントとなるスライドを紹介します。

優秀研究　島根県総合学科発表会へ出場

→

→

→ → →

→

←←←←

　

邇
摩
高
校
で
は
一
体
ど
ん
な
学
習
が
行
わ
れ
て
い

る
の
か
？
総
合
学
科
の
邇
摩
高
校
の
良
さ
と
は
何
な

の
か
？
と
い
う
根
本
的
な
疑
問
を
お
持
ち
の
皆
様
も

多
い
と
思
う
。
そ
こ
で
邇
摩
高
校
の
大
き
な
特
徴
で
あ

る
「
３
年
間
を
つ
な
ぐ
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を
紹
介
す
る
。

　

普
通
高
校
で
も
専
門
高
校
で
も
な
い
総
合
学
科
高

校
の
強
み
は
、
１
年
次
の
「
産
業
社
会
と
人
間
」
を

入
口
と
し
２
年
次
・
３
年
次
で
展
開
さ
れ
る
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
へ
と
繋
げ
、
３
年
間
を
通
し
て
人

と
し
て
の
成
長
が
目
に
見
え
る
形
で
示
せ
る
こ
と
だ
。

本
校
で
は
、
１
年
次
に
「
地
域
の
方
に
自
分
の
や
り
た

い
こ
と
（W

ILL

）」
を
伝
え
る
取
組
を
行
い
、
２
年
次

に
広
く
職
業
観
・
勤
労
観
を
鍛
え
な
が
ら
進
路
実
現

へ
の
模
索
を
行
い
、
３
年
次
に
自
分
の
進
路
や
系
列

で
の
学
び
を
踏
ま
え
た
上
で
課
題
を
設
定
・
解
決
に

向
か
っ
て
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
う
。
自
ら
一
本
の
レ
ー

ル
を
敷
き
、
目
標
到
達
に
向
か
っ
て
困
難
な
こ
と
も

乗
り
越
え
て
い
く
３
年
間
の
学
び
は
、
生
徒
自
身
を

大
き
く
成
長
さ
せ
る
と
共
に
他
校
に
は
真
似
の
出
来

な
い
教
育
で
あ
る
。

　
「
邇
摩
高
校
学
習
成
果
発
表
会
」
は
生
徒
全
員
が
こ

の
仕
組
み
の
中
で
学
習
し
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
す

る
と
と
も
に
、
邇
摩
高
校
総
合
学
科
を
地
域
へ
ア
ピ
ー

ル
し
、
更
に
生
徒
自
身
の
自
信
に
も
繋
げ
る
と
い
う

狙
い
が
あ
る
。

邇
摩
高
校
の
強
み
「
３
年
間
を
つ
な
ぐ
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
」
を
紹
介

　
～
邇
摩
高
校
学
習
成
果
発
表
会
～

島根日々新聞　掲載

1年次「産業社会と人間」の発表（1チーム3名）
～自分のやりたいこと「WILL」を発表～

2年次「進路設計」の発表（1チーム6名）
～インターンシップでの学びを発表～

3年次「課題研究」の発表（9チーム28名）
～系列に沿った問題解決型学習成果発表～

会場全体の様子
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邇摩高校Facebook

https://www.facebook.com/shimane.nimakou/
邇摩高校WEBサイトと連動しており、記事をタップすると、邇摩高校
WEBサイトの「お知らせ」に繋がります。
緊急連絡も掲載しています。

関西支部 総会

平成31年 ６月１日（土） 11時受付開始

からすま京都ホテル
京都市下京区烏丸通四条下ル

支部総会 ご案内

卒
業
し
て
五
十
二
年

　

● 

宮
　
本
　
博
　
美

昭
和
42
年　

普
通
科
卒

　

私
の
家
か
ら
学
校
ま

で
徒
歩
で
約
十
分
位
で

す
。
三
年
間
通
い
ま
し

た
。
卒
業
後
は
大
阪
で

就
職
し
、
二
人
の
姉
と

三
人
で
ア
パ
ー
ト
で
暮

ら
し
て
い
ま
し
た
。
四
十
四
年
の
秋
、
田
舎
の

両
親
が
転
職
で
上
京
。
私
は
四
十
五
年
一
月
の

転
勤
で
上
京
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
東
京
都

の
中
心
、
国
分
寺
市
。
新
宿
か
ら
中
央
特
快
で

二
十
分
の
所
で
す
。

　

結
婚
す
る
ま
で
は
松
風
会
の
事
は
全
く
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
結
婚
で
名
古
屋
に
行
き
五
年

間
で
東
京
へ
転
勤
。
上
尾
へ
住
み
、
五
十
七
年

四
月
に
再
び
両
親
の
い
る
国
分
寺
へ
越
し
て

四
十
年
間
、
私
の
人
生
の
半
分
以
上
が
国
分
寺

で
の
生
活
で
す
。

　

三
十
五
～
六
才
の
頃
か
ら
松
風
会
の
案
内
が

来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
子
供
が
小
さ

か
っ
た
事
も
あ
り
、
そ
の
う
ち
高
校
一
年
の

時
担
任
だ
っ
た
西
村
先
生
が

来
ら
れ
た
ら
参
加
し
ま
す
と

言
っ
て
い
た
ら
、
そ
の
時
が

訪
れ
ま
し
た
。
青
山
の
ホ
テ

ル
が
会
場
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
初
め
て
の
参
加
で
す
。

西
村
先
生
と
も
再
会
し
て
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

平
成
二
年
春
の
選
抜
甲
子

園
に
、
二
十
五
年
ぶ
り
二

度
目
の
出
場
が
決
定
し
ま

し
た
。
私
は
う
れ
し
く
て

小
学
五
年
の
長
男
の
終
業
式

が
終
わ
る
の
を
待
っ
て
、
急

い
で
新
幹
線
で
大
阪
へ
行
き

ま
し
た
。
開
会
式
が
終
わ
っ

て
第
一
試
合
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
子
供
は
姉
に
一
緒
に

行
っ
て
も
ら
い
、
私
は
ひ
と

り
で
甲
子
園
球
場
へ
行
き
ま

し
た
。
ス
タ
ン
ド
で
同
級
生

の
谷
本
さ
ん
に
会
い
感
激
し
ま
し
た
。
高
校
生

に
戻
っ
た
よ
う
で
し
た
。
先
生
、
同
級
生
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
撮
っ
た
写
真
は
今
で
も
懐
か
し

く
拝
見
し
て
い
ま
す
。
初
出
場
の
時
、
私
は
新

三
年
生
と
し
て
甲
子
園
へ
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
事
も
加
わ
り
今
で
も
甲
子
園
の
高
校

野
球
は
大
好
き
で
す
。
今
年
は
邇
摩
高
は
出
な

い
の
か
な
と
い
つ
も
待
っ
て
い
ま
す
。

　

子
供
が
中
学
、
高
校
に
な
っ
た
頃
、
私
も
何

か
自
分
の
た
め
に
や
り
た
い
と
思
い
、
四
十
七

才
か
ら
フ
ル
ー
ト
を
習
い
始
め
ま
し
た
。
長
年

の
夢
で
し
た
。
音
楽
教
室
に
通
い
一
年
間
で

や
っ
と
ハ
長
調
の
音
階
で
吹
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ヤ
マ
ハ
の
音
楽
教
室
に
変

わ
り
個
人
レ
ッ
ス
ン
で
月
二
回
、
だ
ん
だ
ん
吹

け
る
よ
う
に
な
り
、
初
め
て
の
発
表
会
で
「
マ

イ
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ル
ゴ
ー
オ
ン
」を
吹
き
ま
し
た
。

そ
の
後
何
人
も
の
先
生
に
教
わ
り
発
表
会
に
も

た
く
さ
ん
出
ま
し
た
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
教
室
に

も
行
き
、
み
ん
な
で
一
緒
に
吹
く
演
奏
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　

私
は
音
楽
と
写
真
が
大
好
き
で
す
。
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
、
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
フ
ル
ー

ト
、
そ
し
て
オ
ペ
ラ
、
有
名
な
方
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
も
た
く
さ
ん
行
き
ま
し
た
。
心
の
中
に
思

い
出
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。宝
物
で
す
。

ま
た
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
花
や
紅
葉
の
写
真
も

た
く
さ
ん
撮
り
ま
し
た
。
こ
の
ア
ル
バ
ム
も
宝

物
で
す
。

　

七
十
才
に
な
っ
た
今
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
と

時
々
フ
ル
ー
ト
を
吹
い
た
り
Ｃ
Ｄ
を
聴
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
だ
楽
し
い
事
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
。

　

毎
年
の
よ
う
に
松
風
会
総
会
に
参
加
し
て

二
十
数
年
位
に
な
り
ま

す
。
会
場
で
今
年
も
会

え
て
良
か
っ
た
で
す

ね
。
と
い
う
挨
拶
が
定

着
し
て
き
ま
し
た
。
こ

こ
ま
で
続
け
て
参
加
で

き
る
と
い
う
事
は
幸
せ

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
で

き
る
限
り
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
近
年
若

い
方
々
の
参
加
が
増
え

て
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
先
輩
の
方

に
毎
年
「
あ
な
た
方
若

い
わ
ね
え
」
と
言
わ
れ

続
け
て
七
十
才
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
私
達

よ
り
年
齢
が
下
の
方
が

少
な
か
っ
た
か
ら
で

し
ょ
う
ね
。

「
京
都
の
行
く
末
」

　
● 

鷲
　
尾
　
澄
　
子

昭
和
43
年
３
月　

普
通
科
卒
業

　

今
か
ら
十
七
～

八
年
前
の
こ
と
。

　
「
こ
の
ま
ま
で

は
、
益
々
、
京
都
が

京
都
で
は
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。僕

が
再
び
来
日
し
た

時
こ
の
家
だ
け
は

今
の
ま
ま
で
残
っ

て
い
て
ほ
し
い
。」

1
人
の
ド
イ
ツ
の

青
年
が
残
し
た
こ

の
言
葉
で
主
人
の

頭
の
中
の
ア
ン
テ

ナ
が
稼
働
し
始
め

ま
し
た
。

　

そ
の
当
時
は
、
京

都
駅
周
辺
の
開
発

に
伴
い
、
い
わ
ゆ
る

京
町
家
と
呼
ば
れ

る
古
民
家
が
一
軒

ず
つ
空
屋
に
な
り
、空
地
に
な
り
、い
つ
の
間
に

か
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
近
代
的
な
ビ
ル
が
建
ち
並

び
少
し
ず
つ
京
都
ら
し
さ
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。発
想
の
転
換
で
早
速
私
共
が
所
有
し

て
い
た
数
軒
の
古
民
家
を
長
期
型
レ
ン
タ
ル
か

ら
体
験
型
の
も
の
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
し
た

の
で
す
。よ
り
多
く
の
方
々
に
京
都
の
文
化
を

肌
で
感
じ
て
も
ら
い
、暮
ら
し
な
が
ら
、旅
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
た
ら
と
家
の
中
の
設
備
も
出
来

る
だ
け
京
都
ら
し
い
も
の
に
と
心
掛
け
ま
し
た
。

　

旅
館
、ホ
テ
ル
で
は
な
い
こ
の
形
態
を
、外
国

で
は
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
と
云
い
ま
す
が
、
日
本

で
も
珍
し
く
、
ま
し
て
京
都
で
は
一
軒
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
町
屋
の
保
存
に
繋
が
る

の
で
は
と
考
え
ま
し
た
。中
で
も「
懐
古
庵
」は

五
軒
が
連
な
る
連
棟
式
長
屋
で
、
一
歩
足
を
踏

み
入
れ
る
と
レ
ン
ガ
作
り
の
五
つ
の
お
く
ど
さ

ん
、
つ
る
べ
で
汲
み
上
げ
る
井
戸
、
夏
、
町
内
の

子
供
達
が
集
う
お
地
蔵
さ
ん
が
目
に
飛
び
込
ん

で
き
ま
す
。京
都
特
有
の
潜
り
戸
や
格
子
の
飾

り
窓
、石
畳
と
、数
十
年
前
ま
で
五
家
族
の
住
ん

で
い
た
こ
の
空
間
に
身
を
置
く
と
、
ど
こ
か
ら

と
も
な
く
子
供
達
の
笑
い
声
や
井
戸
端
会
議
を

し
て
い
る
住
民
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
。

　

近
年
、急
速
に
民
泊
、ホ
テ
ル
経
営
が
増
え
、

あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
云
う
内
に
私
共
の
地
域
で
も

古
民
家
を
次
々
に
買
収
し
、
更
地
に
な
っ
た
ホ

テ
ル
建
設
予
定
地
を
其
処
彼
処
で
目
に
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。京
都
で
は
、消
え
ゆ
く
町
家

を
残
そ
う
と
市
を
あ
げ
て「
京
町
家
の
保
全
継

承
」と
謳
っ
て
い
ま
す
が
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
京

都
観
光
の
集
客
を
狙
っ
て
の
こ
と
か
、
ホ
テ
ル

建
設
を
容
認
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
昨
年
の

六
月
に
民
泊
法
が
発
動
さ
れ
、
色
々
な
規
制
の

絡
み
に
よ
っ
て
、
路
地
裏
で
の
営
業
は
大
変
厳

し
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。主
人（
八
年
前
に
他

界
）と
二
人
で
築
き
上
げ
た
も
の
が
足
元
か
ら

崩
れ
去
っ
て
行
く
よ
う
な
危
機
感
を
お
ぼ
え
、

諦
め
る
か
、
屈
す
る
こ
と
な
く
続
け
て
い
く
か

の
選
択
に
迫
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
中
で
も
、
色
々
な
問
題
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

◎
立
ち
食
い
小
路
と
化
し
た
錦
市
場
。

◎
神
聖
な
場
で
あ
る
べ
き
神
社
仏
閣
の
あ
り
方
。

◎
接
待
、娯
楽
の
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
っ
た
、伝
統

を
重
ん
じ
る
祇
園
も
年
々
様
変
わ
り
し
つ
つ
あ

る
。

◎
公
共
交
通
機
関
に
お
い
て
も
、
あ
る
ル
ー
ト

の
バ
ス
は
市
民
が
座
れ
な
い
状
態
。か
た
や
、毎

日
ほ
ぼ
空
っ
ぽ
の
バ
ス
が
運
行
し
て
い
る
ル
ー

ト
。等
々
。

　

今
、
ま
さ
に「
こ
の
ま
ま
で
は
、
京
都
が
京
都

で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。」こ
の
現
実
が
、
目

の
前
に
差
し
迫
っ
て
い
る
様
に
思
え
て
な
り
ま

せ
ん
。

　

世
界
に
誇
れ
る
京
都
を
保
っ
て
ゆ
く
に
は
、

ど
う
し
た
ら
い
い
か
。訪
れ
て
本
当
に
良
か
っ

た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
町
づ
く
り
を
私
達
市
民

と
行
政
の
前
向
き
な
協
力
で
成
し
得
る
こ
と
が

で
き
た
ら
と
切
に
願
い
ま
す
。

関
西
支
部
だ
よ
り

関
東
支
部
だ
よ
り

女将　鷲尾寿美子
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　平成30年度　松風会一般会計について監査を実施した結果、帳簿及び証拠書類
とも適正に処理されていることを認め報告します。
　平成31年１月８日	 松風会監査委員

	 松風会監査委員

平成30年度　松風会年会費会計　決算書
	 （平成30年１月１日～平成30年12月31日）
	Ⅰ．収入の部	 （単位：円）

科　目 本年度予算額（A） 決算額（B） 増減（B-A） 備　　　　考
繰 越 金 2,593,088 2,593,088 0 平成29年度より繰り越し
会 費 858,000 674,000 △	184,000 年会費2,000円×337件、納入率62.9％
広 告 費 50,000 40,000 △	10,000 会報広告料
計 3,501,088 3,307,088 △	194,000

	Ⅱ．支出の部	 （単位：円）

科　目 本年度予算額（A） 決算額（B） 予算残額（A-B） 備　　　　考
会報発行費 372,000 269,919 102,081 会報松風49号、535部
振込手数料 50,436 39,120 11,316 貯金局会費振込手数料
繰 出 金 360,000 360,000 0 松風会一般会計へ
予　備　費 2,718,652 0 2,718,652

計 3,501,088 669,039 2,832,049

	

会報松風は、邇摩高校ホームページでもご覧いただけます。
年会費の納入に御協力ください。� http://www.nima.ed.jp/

事務局からの

　　　連絡

平成30年度　松風会一般会計　決算書
	 (平成30年１月１日～ 12月31日)

	Ⅰ．収入の部
科　目 本年度予算額(A) 決算額(B) 増減(B-A) 備　　　　考
繰 越 金 5,356 5,356 0 平成29年度より繰り越し
入 会 金 240,000 240,000 0 ￥3,000×80名
会 費 16,000 16,000 0 ￥200×80名
寄 付 金 10,000 0 △	10,000
他会計繰入金 360,000 360,000 0 松風会年会費会計より繰り入れ
雑 収 入 30,644 30,070 △	574 パーティー券売上益、貯金利息他
収入合計 662,000 651,426 △	10,574

	Ⅱ．支出の部
科　目 本年度予算額(A) 決算額(B) 予算残額(A-B) 備　　　　考
会 議 費 5,000 0 5,000
旅 費 200,000 190,730 9,270 関東支部総会（２名）､関西支部総会（２名）
支部育成費 110,000 110,000 0 関東､関西､大田､仁摩､温泉津､江津､松江へ助成
事 務 費 70,000 50,640 19,360 卒業記念品､高校野球広告料､支部総会送料他郵券代
会館管理補助費 70,000 70,000 0 松風会館維持管理会計へ
全国大会激励費 160,000 190,000 △	30,000 文芸部、柔道部、石見神楽部、農業クラブ
予 備 費 47,000 3,650 43,350 森田(旧副会長)氏、弔電料金
支出合計 662,000 615,020 46,980

平成31年度　松風会一般会計　予算
	 （平成31年１月１日～ 12月31日）

	Ⅰ．収入の部	 （単位：円）

科　目 本年度予算額（A） 前年度予算額（B） 増減（A-B） 備　　　　考
繰 越 金 36,406 5,356 31,050 平成30年度より繰り越し
入 会 金 336,000 240,000 96,000 ￥3,000×112名
会 費 22,400 16,000 6,400 ￥200×112名
寄 付 金 10,000 10,000 0
他会計繰入金 200,000 360,000 △	160,000 松風会年会費会計より繰り入れ
雑 収 入 30,194 30,644 △	450 パーティー券売上益、貯金利息
合 計 635,000 662,000 △	27,000

	Ⅱ．支出の部	 （単位：円）

科　目 本年度予算額（A） 前年度予算額（B） 増減（A-B） 備　　　　考
会 議 費 5,000 5,000 0 お茶代
旅 費 200,000 200,000 0 関東支部総会（２名）、関西支部総会（２名）
支部育成費 150,000 110,000 40,000 関東、関西、大田、仁摩、温泉津、江津、松江へ助成
事 務 費 70,000 70,000 0 卒業記念品、高校野球広告料、通信費他
会館管理補助費 70,000 70,000 0 松風会館維持管理会計へ
全国大会激励費 100,000 160,000 △	60,000 農業クラブ他
予 備 費 40,000 47,000 △	7,000
合 計 635,000 662,000 △	27,000

（単位：円）

（単位：円）

収入合計	651,426	円－支出合計	615,020	円	＝	差引残額	36,406円（平成31年度一般会計へ繰り越し）

　収入合計	3,307,088	－	支出合計	669,039	＝	残高	2,638,049

　平成30年度　松風会年会費会計について監査を実施した結果、帳簿及び証拠書類
とも適正に処理されていることを認め報告します。
　平成31年１月８日	 松風会監査
	 松風会監査

松
風
会
総
会
・
親
睦
会

　

２
月
２
日
（
土
）、
平
成
31
年
度
松
風
会
総
会
・
親
睦
会
が
、
約
80
名
の
会
員

が
集
い
大
田
パ
ス
ト
ラ
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
清
水
克
典
大
田
市
副
市
長
様

を
御
来
賓
と
し
て
迎
え
、
大
島
淳
松
風
会
会
長
の
議
事
進
行
に
よ
り
提
出
議
題

は
ス
ム
ー
ズ
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
と
な
る
親
睦
会
は
平
成
６
年
３
月
卒
の
大
幹
事
団
に
よ
り
進
め
ら
れ

田
中
増
次
前
江
津
市
長
様
の
乾
杯
で
開
宴
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
演
舞
し

た
邇
摩
高
校
石
見
神
楽
部
の
「
天
神
」
の
舞
に
対
し
て
は
、
来
場
卒
業
生
か
ら

大
き
な
声
援
と
御
花
の
嵐
と
な
り
会
場
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
次
期

幹
事
団
の
紹
介
、
エ
ー
ル
、
校
歌
斉
唱
と
続
き
、
ラ
ス
ト
は
原
勝
正
前
松
風
会

会
長
様
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

在
学
時
代
の
思
い
出
話
、
孫
・
曾
孫
の
話
な
ど
で

会
話
は
盛
り
上
が
り
、
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
は
と
て
も

賑
や
か
で
、
大
き
な
笑
い
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
わ

き
上
が
る
楽
し
い
会
と
な

り
ま
し
た
。

万歳三唱　原前会長様校歌斉唱　エールと恒例となった大島会長の破れ太鼓

幹事団と盛り上がる会場

乾杯　田中前江津市長様

アトラクションは石見神楽部の「天神」

総会の様子


